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教育のデジタル化を推進するための

教員研修の高度化と

教員の授業改善支援

奈良教育大学大学院　教育学研究科　教授

奈良市 教育CIO補佐官

奈良市教育委員会 スクールDXプロジェクトマネージャー

小﨑　誠二
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教育のデジタル化
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わかりやすいゴール設定

学習者に対する明快なメッセージ

多くの人に伝わる可視化とデザイン
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現状を把握する

探索的に集めた情報の整理
指導的立場の人間の実力を測る

より具体的な課題設定

それぞれができることを確認

組織を超えた課題設定

判断できる環境

トップダウンのリーダーシップ

ボトムアップの提案力

ミドルアップダウン

協力できる環境

組織を横断した協力

外部支援

産地官学連携

研究と実践の往還によるデータ活用

専門家・アドバイザーの助言

初中高等教育のデジタル化を推進するために必要な

７つのステップ

07
地域・保護者と共に

周知や伝達ではなく理解と信頼

学校を応援する地域づくり
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住んでいる地域、
学校の規模、
家庭の環境、に関係なく

学校に通う
すべての子どもたちに

最新の（最高ではなく）

質の高い（高価ではなく）

学習環境（人的＆物的）を整える

学校教育（公教育）のデジタル化
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月例定例会での報告・情報共有
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文部科学省 県 市町村 学校管理職 先生
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適切に生成AIを活用することで、
外国語学習における自信とモチベーションの向上を図る試み

STEP 1 STEP 2

教師と ALT による授業（現状）

・表現や会話の基礎を学ぶ

・インプット中心の学習

・モデルとしてのALT の役割

STEP 3

AI アプリを用いた外国語学習（+@）

・学んだ表現を実際に使う

・アウトプット中心の学習

・ALT との対話を目指す

外国語を話すモチベーション (+効果 )

・AI アプリで培う表現力と自信

・インタラクション中心の学習

・外国語を実際に使う楽しさを感じる
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授業者は何を求めているか

理解
表面的な評価ではなく、授業者の

意図や工夫、子どもたちの状況を

丁寧に見て、理解しようとしてほし

いと思っている。

フィードバック
印象論や抽象的な評価ではなく、

授業中の具体的な場面や子どもの

反応などを根拠とした、客観的で分

かりやすいフィードバック。改善点

についても、次につながるような具

体的な指摘を期待している。

助言
最新の教育理論や他校の事例な

どを踏まえた、専門的で質の高い

アドバイスを求めているはず。授業

の質を高めるための新たな視点や

具体的な方策の提案を期待してい

る。

学び合い
一方的な評価や指導ではなく、授

業後に対話の時間を持ち、互いの

考えを共有し、共に学びを深める

機会を求めている。

期待
指導者も、自身の成長を願ってい

る。努力や進歩を認めてもらい、授

業の質や教師力を高めるための新

たな視点や具体的な方策を提案し

てもらい、これからの自分に期待し

てほしいと思っている。

励まし
自らのチャレンジがよいのかどうか

不安に思っている。チャレンジした

ことを価値付けてもらい、更なるス

テップアップへの励ましの言葉をか

けてもらうことを求めている。

安心
温かい雰囲気の中で見守ってもら

い、安心して授業に取り組めるよう

な配慮を求めている。観察している

人との間に、信頼関係があること

で、より率直な意見交換ができるこ

とを期待している。

共感
子どもたちが生き生きと学び、成長

していく姿を見てほしい。授業を通

して、子どもたちのどのような力が

伸びているのか、どのような変化

が見られたのかを共有し、共に喜

んでほしいと思っている。

奈良教育大学大学院　教育学研究科　スクールDX研究室 小﨑誠二による整理（２０２５）
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観察者の役割と視点

学校教育内容の充実

授業者の
指導の状況

授業改善のための
指導助⾔

学習基盤活⽤のための
指導助⾔

学習者の
学びの状況



The 88th NII Cyber   Symposium　Seiji KOZAKI @Nara University of Education  Graduate School of Teacher Education   © 2025 School Education DX Lab.

授業の何を⾒るか

奈良教育大学大学院　教育学研究科　スクールDX研究室 小﨑誠二による整理（２０２５）

教育のデジタル化の学びのステップ

「デバイスの利活用」

使　用

利　用

活　用

利活用

目的とは違う使い方をしている

目的のとおり利用している

とても効果的に活用している

学んだことを他で生かしている
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講演した本人　　　Gemini要約　　参加者のメモ　　

300字で要約してください。

講演録音データ デジタル・手書き

教育DXの目的は、生徒一人ひとりの学習ニーズに合わせた個別最適化された学習を提供し、

主体的な学びを促進することです。また、教員の業務効率化や学校運営の改善にもつながりま

す。従来の一律的な教育から、個々の能力やペースに合わせた学習を実現することで、生徒

の学習意欲を高め、学力向上につなげることが期待されています。さらに、教員は、デジタル技

術を活用することで、より創造的な教育活動に注力できるようになります。教育DXは、日本の

教育を変革し、未来を担う人材育成に貢献するための重要な取り組みで

す。

評価と改善




